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ま え が き 
 
 2016 年４月の国家資格化に伴って、キャリアコンサルタントに対する社会的な期待は大き

く高まっており、各方面でキャリアコンサルティングの一層の普及促進が求められている。 
 従来、キャリアコンサルタントの実態調査は数年ごとに過去３回（2006 年、2010 年、2013
年）行われてきたが、ここ数年は調査が実施されておらず、国家資格化以降の実態把握は十

分に行われていない。 
 そこで、本研究では、今後、キャリアコンサルタントがより一層確立された専門家として

発展し、キャリアコンサルティングがクライエントに利用されやすい社会的インフラストラ

クチャーとなることを目指すべく、国家資格キャリアコンサルタントの登録者を対象に調査

を行い、その働き方や活動状況等について実態を把握し、その現状と課題を明らかにするこ

とを目的とした。 
 特に、本調査では、国家資格化以降のキャリアコンサルタントの実態把握を行うことを中

核的な問題意識としつつも、過去３回、関連調査が行われているため、その経年比較も念頭

に置いた。具体的には、過去の調査項目を大幅に取り入れる形で質問項目を設け、その比較

を行った。 
 調査の結果、キャリアコンサルタントの主な活動領域として「企業領域」がこの 10 年で

大幅に拡大していた。また一方で、「企業領域」以外の領域も約６割を占めており、特に、医

療機関、福祉施設、自治体等での様々な活動が、漸次、拡大していることも示された。これ

らの結果をはじめ本調査結果の多くは、各領域で活動するキャリアコンサルタントは常に

一定の政策的、制度的な枠組みを求めており、今後も、継続的・持続的にキャリアコンサ

ルタントが活動しやすい環境を整備していく必要性・重要性があることを示していた。 
 国家資格となりまだ間もない段階でのキャリアコンサルタントの活動状況等に関する

本調査結果には、今後のキャリアコンサルタントの行く末や発展の可能性をも占う大まか

な方向性が示唆されていたと考える。本報告書が、今後のキャリアコンサルティング施策

に貢献し、寄与するものとなれば、幸いである。 
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